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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルと、前記表示パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　画素列ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在する複数の信号線と、
　画素行ごとに１つずつ設けられ、行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線と
　を有し、
　前記駆動回路は、前記複数の信号線を介して前記複数の画素に、映像信号に応じた信号
パルスを供給するとともに、前記複数の引出線および前記複数の走査線を介して前記複数
の画素に、前記画素を選択するための選択パルスを供給し、
　前記駆動回路は、前記引出線の一端から前記走査線との接続点までの距離に応じた波高
値で、前記複数の引出線に前記選択パルスを供給し、前記波高値を、前記距離が長くなる
につれて大きくし、
　前記駆動回路は、前記距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、前記複数の引
出線に前記選択パルスを供給し、前記選択パルスの、鈍りに類似した波形変化を、前記距
離が長くなるにつれて大きくする
　表示装置。



(2) JP 6768724 B2 2020.10.14

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記複数の引出線は、前記複数の信号線に近接して配置されている
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　各前記引出線に接続された複数の容量素子を更に備え、
　前記複数の容量素子の容量は、対応する前記距離が長くなるにつれて大きくなっている
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持する光透過性基板を有する
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持するフレキシブル基板を有する
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持する矩形状の基板を更に有し、
　前記基板の４つの端辺のうち、行方向に延在する１つの第１端辺の額縁幅と、前記基板
の４つの端辺のうち、前記第１端辺を除く３つの第２端辺の額縁幅とは、以下の関係とな
っている
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の表示装置。
　Ｗ１＞Ｗ２
　Ｗ１：前記第１端辺の額縁幅
　Ｗ２：前記第２端辺の額縁幅
【請求項７】
　前記表示パネルは、前記第１端辺の近傍に設けられ、前記複数の信号線および前記複数
の引出線、または前記駆動回路と、外部回路とを互いに電気的に接続するフレキシブルプ
リント配線基板を更に有する
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　表示パネルの駆動方法であって、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線と
　を有し、
　当該表示パネルの駆動方法は、
　複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供給するとともに、複数の引出線に、
画素を選択するための選択パルスを供給し、さらに、引出線の一端から走査線との接続点
までの距離に応じた波高値で、複数の引出線に選択パルスを供給し、波高値を、距離が長
くなるにつれて大きくし、
　前記距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、前記複数の引出線に前記選択パ
ルスを供給し、前記選択パルスの、鈍りに類似した波形変化を、前記距離が長くなるにつ
れて大きくする
　表示パネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、表示装置および表示パネルの駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置では、意匠性の点で狭額縁が望まれる。狭額縁に関する技術は、例えば、特許
文献１等に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－７２３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載の発明では、配線ごとのＲＣ時定数が大きく異なるので、信
号波形のトランジェントが配線ごとに異なる。そのため、輝度ムラなどの表示不具合が生
じることがある。従って、狭額縁化に伴う表示不具合の発生を低減することの可能な表示
装置および表示パネルの駆動方法を提供することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一実施の形態に係る表示装置は、表示パネルと、表示パネルを駆動する駆動回
路とを備えている。表示パネルは、行列状に配置された複数の画素と、列方向に延在する
複数の信号線と、行方向に延在する複数の走査線と、走査線ごとに１つずつ設けられ、列
方向に延在するとともに対応する走査線と交差する箇所またはその近傍で、対応する走査
線と電気的に接続された複数の引出線とを有している。駆動回路は、複数の信号線に、映
像信号に応じた信号パルスを供給するとともに、複数の引出線に、画素を選択するための
選択パルスを供給する。駆動回路は、引出線の一端から走査線との接続点までの距離に応
じた波高値で、複数の引出線に選択パルスを供給し、波高値を、距離が長くなるにつれて
大きくする。駆動回路は、距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、複数の引出
線に選択パルスを供給し、選択パルスの、鈍りに類似した波形変化を、距離が長くなるに
つれて大きくする。
【０００６】
　本開示の一実施の形態に係る表示パネルの駆動方法は、上記の表示パネルの駆動方法で
ある。この駆動方法は、以下の２つを含む。
（１）複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供給するとともに、複数の引出線
に、画素を選択するための選択パルスを供給し、さらに、引出線の一端から走査線との接
続点までの距離に応じた波高値で、複数の引出線に選択パルスを供給し、波高値を、距離
が長くなるにつれて大きくすること
（２）距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、複数の引出線に選択パルスを供
給し、選択パルスの、鈍りに類似した波形変化を、距離が長くなるにつれて大きくするこ
と
                                                                                
【０００７】
　本開示の一実施の形態に係る表示装置および表示パネルの駆動方法では、複数の信号線
に、映像信号に応じた信号パルスが供給されるとともに、複数の引出線に、画素を選択す
るための選択パルスが供給される。さらに、引出線の一端から走査線との接続点までの距
離に応じた波高値で、複数の引出線に選択パルスが供給され、選択パルスの波高値が、距
離が長くなるにつれて大きくなる。これにより、共通の映像信号に応じた信号パルスが各
画素に印加された場合に、画素ごとの信号電圧のばらつきが抑えられる。
【発明の効果】
【０００８】
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　本開示の一実施の形態に係る表示装置および表示パネルの駆動方法によれば、共通の映
像信号に応じた信号パルスが各画素に印加された場合に、画素ごとの信号電圧のばらつき
を抑えるようにしたので、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することができる。従って、
狭額縁化に伴う表示不具合の発生を低減することができる。なお、本開示の効果は、ここ
に記載された効果に必ずしも限定されず、本明細書中に記載されたいずれの効果であって
もよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の一実施の形態に係る表示装置の概略構成の一例を表す図である。
【図２】図１の各画素の回路構成の一例を表す図である。
【図３】図１の各画素の回路構成の一例を表す図である。
【図４】図１の表示パネルの概略構成の一例を表す図である。
【図５】図１の表示パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図６】図４、図５の各引出線に印加される選択パルスの波高値の経時変化の一例を表す
図である。
【図７】（Ａ）比較例に係る選択パルスおよび信号パルスの一例を表す図である。（Ｂ）
実施例に係る選択パルスおよび信号パルスの一例を表す図である。
【図８】図４、図５の各引出線に印加される選択パルスの波高値の経時変化の他の例を表
す図である。
【図９】（Ａ）比較例に係る選択パルスおよび信号パルスの一例を表す図である。（Ｂ）
実施例に係る選択パルスおよび信号パルスの一例を表す図である。
【図１０】（Ａ）比較例に係る選択パルスおよび信号パルスの一例を表す図である。（Ｂ
）実施例に係る選択パルスおよび信号パルスの一変形例を表す図である。
【図１１】図１の表示パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１２】図１の表示パネルの概略構成の一変形例を表す図である。
【図１３】図１の表示パネルを複数枚、タイリングしたときの様子の一例を表す図である
。
【図１４】図７（Ｂ）の選択パルスおよび信号パルスの一変形例を表す図である。
【図１５】図９（Ｂ）の選択パルスおよび信号パルスの一変形例を表す図である。
【図１６】本開示の表示装置を備えた電子機器の外観の一例を斜視的に表す図である。
【図１７】本開示の表示装置を備えた照明装置の外観の一例を斜視的に表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。以下に
説明する実施の形態は、いずれも本開示の好ましい一具体例を示すものである。したがっ
て、以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態などは、一例であって本開示を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形
態における構成要素のうち、本開示の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構
成要素については、任意の構成要素として説明される。なお、各図は、模式図であり、必
ずしも厳密に図示されたものではない。また、各図において、実質的に同一の構成に対し
ては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又は簡略化する。
【００１１】
＜１．実施の形態＞
[構成]
　図１は、本開示の一実施の形態に係る表示装置１の概略構成例を表したものである。図
２、図３は、表示装置１に設けられた各画素１１の回路構成の一例を表したものである。
表示装置１は、例えば、表示パネル１０、コントローラ２０およびドライバ３０（駆動回
路）を備えている。ドライバ３０は、例えば、表示パネル１０の外縁部分に実装されてい
る。表示パネル１０は、行列状に配置された複数の画素１１を有している。コントローラ
２０およびドライバ３０は、外部から入力された映像信号Ｄｉｎおよび同期信号Ｔｉｎに
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基づいて、表示パネル１０（複数の画素１１）を駆動する。
【００１２】
（表示パネル１０）
　表示パネル１０は、コントローラ２０およびドライバ３０によって各画素１１がアクテ
ィブマトリクス駆動されることにより、外部から入力された映像信号Ｄｉｎおよび同期信
号Ｔｉｎに基づく画像を表示する。
【００１３】
　表示パネル１０が有機電界発光パネルである場合、表示パネル１０は、例えば、図１、
図２に示したように、行方向に延在する複数の走査線ＷＳＬと、列方向に延在する複数の
信号線ＤＴＬと、行方向に延在する複数の電源線ＤＳＬと、行列状に配置された複数の画
素１１とを有している。
【００１４】
　走査線ＷＳＬは、各画素１１の選択に用いられるものであり、各画素１１を所定の単位
（例えば画素行）ごとに選択する選択パルスＰｗを各画素１１に供給するものである。信
号線ＤＴＬは、映像信号Ｄｉｎに応じた信号電圧Ｖｓｉｇを波高値として有する信号パル
スＰｓの、各画素１１への供給に用いられるものであり、信号パルスＰｓを各画素１１に
供給するものである。電源線ＤＳＬは、各画素１１に電力を供給するものである。
【００１５】
　各画素１１は、例えば、赤色光を発する副画素、緑色光を発する副画素、および青色光
を発する副画素を含んで構成されている。なお、各画素１１は、例えば、さらに、他の色
（例えば、白色や、黄色など）を発する副画素を含んで構成されていてもよい。各画素１
１において、複数の副画素は、例えば、所定の方向に一列に並んで配置されている。
【００１６】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端に接続されている。各画素列には
、例えば、複数の信号線ＤＴＬが１本ずつ、割り当てられている。各走査線ＷＳＬは、後
述のライトスキャナ３２の出力端に接続されている。各画素行には、例えば、複数の走査
線ＷＳＬが１本ずつ、割り当てられている。各電源線ＤＳＬは、電源の出力端に接続され
ている。各画素行には、例えば、複数の電源線ＤＳＬが１本ずつ、割り当てられている。
【００１７】
　各画素１１は、画素回路１１－１と、有機電界発光素子１１－２とを有している。有機
電界発光素子１１－２は、電流を注入されることにより所定の波長のＥＬ光を発生する。
【００１８】
　画素回路１１－１は、有機電界発光素子１１－２の発光・消光を制御する。画素回路１
１－１は、後述の書込走査によって各画素１１に書き込んだ電圧を保持する機能を有して
いる。画素回路１１－１は、例えば、駆動トランジスタＴｒ１、書込トランジスタＴｒ２
および保持容量Ｃｓ１を含んで構成されている。
【００１９】
　書込トランジスタＴｒ２は、駆動トランジスタＴｒ１のゲートに対する、映像信号Ｄｉ
ｎに対応した信号電圧Ｖｓｉｇの印加を制御する。具体的には、書込トランジスタＴｒ２
は、信号線ＤＴＬの電圧をサンプリングするとともに、サンプリングにより得られた電圧
を駆動トランジスタＴｒ１のゲートに書き込む。駆動トランジスタＴｒ１は、有機電界発
光素子１１－２に直列に接続されている。駆動トランジスタＴｒ１は、有機電界発光素子
１１－２を駆動する。駆動トランジスタＴｒ１は、書込トランジスタＴｒ２によってサン
プリングされた電圧の大きさに応じて有機電界発光素子１１－２に流れる電流を制御する
。保持容量Ｃｓ１は、駆動トランジスタＴｒ１のゲート－ソース間に所定の電圧を保持す
るものである。保持容量Ｃｓ１は、所定の期間中に駆動トランジスタＴｒ１のゲート－ソ
ース間電圧Ｖｇｓを一定に保持する役割を有する。なお、画素回路１１－１は、上述の２
Ｔｒ１Ｃの回路に対して各種容量やトランジスタを付加した回路構成となっていてもよい
し、上述の２Ｔｒ１Ｃの回路構成とは異なる回路構成となっていてもよい。
【００２０】
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　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のソ
ースまたはドレインとに接続されている。各走査線ＷＳＬは、後述のライトスキャナ３２
の出力端と、書込トランジスタＴｒ２のゲートとに接続されている。各電源線ＤＳＬは、
電源回路と、駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレインに接続されている。
【００２１】
　書込トランジスタＴｒ２のゲートは、走査線ＷＳＬに接続されている。書込トランジス
タＴｒ２のソースまたはドレインが信号線ＤＴＬに接続されている。書込トランジスタＴ
ｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子が駆動トランジスタＴｒ
１のゲートに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレインが電源線
ＤＳＬに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち電源線
ＤＳＬに未接続の端子が有機電界発光素子１１－２の陽極に接続されている。保持容量Ｃ
ｓ１の一端が駆動トランジスタＴｒ１のゲートに接続されている。保持容量Ｃｓ１の他端
が駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのうち有機電界発光素子１１－２側の
端子に接続されている。
【００２２】
　表示パネル１０が液晶パネルである場合、表示パネル１０は、例えば、図１、図３に示
したように、行方向に延在する複数の走査線ＷＳＬと、列方向に延在する複数の信号線Ｄ
ＴＬと、行列状に配置された複数の画素１１とを有している。表示パネル１０は、さらに
、例えば、各画素１１に光を供給するバックライトを有している。
【００２３】
　走査線ＷＳＬは、各画素１１の選択に用いられるものであり、各画素１１を所定の単位
（例えば画素行）ごとに選択する選択パルスＰｗを各画素１１に供給するものである。信
号線ＤＴＬは、映像信号Ｄｉｎに応じた信号電圧Ｖｓｉｇを波高値として有する信号パル
スＰｓの、各画素１１への供給に用いられるものであり、信号パルスＰｓを各画素１１に
供給するものである。
【００２４】
　各画素１１は、例えば、赤色光を発する副画素、緑色光を発する副画素、および青色光
を発する副画素を含んで構成されている。なお、各画素１１は、例えば、さらに、他の色
（例えば、白色や、黄色など）を発する副画素を含んで構成されていてもよい。各画素１
１において、複数の副画素は、例えば、所定の方向に一列に並んで配置されている。
【００２５】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端に接続されている。各画素列には
、例えば、複数の信号線ＤＴＬが１本ずつ、割り当てられている。各走査線ＷＳＬは、後
述のライトスキャナ３２の出力端に接続されている。各画素行には、例えば、複数の走査
線ＷＳＬが１本ずつ、割り当てられている。
【００２６】
　各画素１１は、画素回路１１－３と、液晶セル１１－４とを有している。液晶セル１１
－４は、電圧が印加されることにより、バックライトからの光を透過したり、遮断したり
する。
【００２７】
　画素回路１１－３は、液晶セル１１－４による光の透過・遮断を制御する。画素回路１
１－３は、後述の書込走査によって各画素１１に書き込んだ電圧を保持する機能を有して
いる。画素回路１１－３は、例えば、書込トランジスタＴｒ３および保持容量Ｃｓ２を含
んで構成されている。
【００２８】
　書込トランジスタＴｒ３は、液晶セル１１－４に対する、映像信号Ｄｉｎに対応した信
号電圧Ｖｓｉｇの印加を制御する。具体的には、書込トランジスタＴｒ３は、信号線ＤＴ
Ｌの電圧をサンプリングするとともに、サンプリングにより得られた電圧を液晶セル１１
－４に書き込む。保持容量Ｃｓ２は、液晶セル１１－４に印加する所定の電圧を保持する
ものである。保持容量Ｃｓ２は、所定の期間中に液晶セル１１－４の電圧を一定に保持す
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る役割を有する。なお、画素回路１１－３は、上述の回路に対して各種容量やトランジス
タを付加した回路構成となっていてもよいし、上述の回路構成とは異なる回路構成となっ
ていてもよい。
【００２９】
　各信号線ＤＴＬは、後述の水平セレクタ３１の出力端と、書込トランジスタＴｒ３のソ
ースまたはドレインとに接続されている。各走査線ＷＳＬは、後述のライトスキャナ３２
の出力端と、書込トランジスタＴｒ３のゲートとに接続されている。
【００３０】
　書込トランジスタＴｒ３のゲートは、走査線ＷＳＬに接続されている。書込トランジス
タＴｒ３のソースまたはドレインが信号線ＤＴＬに接続されている。書込トランジスタＴ
ｒ３のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子が液晶セル１１－４に接
続されている。保持容量Ｃｓ２の一端が液晶セル１１－４に接続されている。
【００３１】
（ドライバ３０）
　ドライバ３０は、例えば、水平セレクタ３１およびライトスキャナ３２を有している。
水平セレクタ３１は、例えば、制御信号の入力に応じて（同期して）、コントローラ２０
から入力されたアナログの信号電圧Ｖｓｉｇを、各信号線ＤＴＬに印加する。ライトスキ
ャナ３２は、複数の画素１１を所定の単位ごとに走査する。
【００３２】
（コントローラ２０）
　次に、コントローラ２０について説明する。コントローラ２０は、例えば、外部から入
力されたデジタルの映像信号Ｄｉｎに対して所定の補正を行い、それにより得られた映像
信号に基づいて、信号電圧Ｖｓｉｇを生成する。コントローラ２０は、例えば、生成した
信号電圧Ｖｓｉｇを水平セレクタ３１に出力する。コントローラ２０は、例えば、外部か
ら入力された同期信号Ｔｉｎに応じて（同期して）、ドライバ３０内の各回路に対して制
御信号を出力する。
【００３３】
　図４は、表示パネル１０の概略構成の一例を表したものである。表示パネル１０は、上
述したように、列方向に延在する複数の信号線ＤＴＬと、行方向に延在する複数の走査線
ＷＳＬとを有している。表示パネル１０は、さらに、走査線ＷＳＬごとに１つずつ設けら
れ、列方向に延在するとともに対応する走査線ＷＳＬと交差する箇所またはその近傍で、
対応する走査線ＷＳＬと電気的に接続された複数の引出線ＣＮＬを有している。表示パネ
ル１０は、例えば、走査線ＷＳＬと引出線ＣＮＬとを互いに接続するコンタクト部ＴＨを
有している。コンタクト部ＴＨは、例えば、スルーホールで構成されている。
【００３４】
　ここで、引出線ＣＮＬの一端から走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）までの
距離は、引出線ＣＮＬごとに互いに異なっている。引出線ＣＮＬの一端から走査線ＷＳＬ
との接続点（コンタクト部ＴＨ）までの距離は、例えば、ＣＮＬ（１）、ＣＮＬ（２）、
・・・、ＣＮＬ（ｎ－１）、ＣＮＬ（ｎ）と進むにつれて短くなっている。従って、図４
において、「Ａ」と示した箇所と、「Ｂ」と示した箇所とでは、ライトスキャナ３２から
出力された選択パルスＰｗが到達するのに要する距離が異なっている。具体的には、ライ
トスキャナ３２から出力された選択パルスＰｗが「Ａ」と示した箇所に到達するのに要す
る距離の方が、ライトスキャナ３２から出力された選択パルスＰｗが「Ｂ」と示した箇所
に到達するのに要する距離よりも長くなっている。
【００３５】
　表示パネル１０は、複数の画素１１、複数の信号線ＤＴＬ、複数の走査線ＷＳＬおよび
複数の引出線ＣＮＬを支持する基板１２を有している。基板１２は、例えば、光透過性基
板（例えば、光透過性を有する樹脂基板）である。基板１２は、例えば、湾曲可能なフレ
キシブル基板であってもよい。基板１２は、例えば、矩形状となっている。なお、基板１
２は、台形や楕円形、円形などの異型基板であってもよい。
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【００３６】
　複数の引出線ＣＮＬは、複数の信号線ＤＴＬに近接して配置されている。複数の引出線
ＣＮＬは、例えば、図５に示したように、基板１２の法線方向から見たときに、引出線Ｃ
ＮＬと信号線ＤＴＬとが全体もしくは一部において互いに重なり合うように、複数の信号
線ＤＴＬと対向配置されていてもよい。
【００３７】
　基板１２の４つの端辺のうち、行方向に延在する１つの第１端辺１０ａの額縁幅と、基
板１２の４つの端辺のうち、第１端辺１０ａを除く３つの第２端辺１０ｂの額縁幅とは、
以下の関係となっている。
　Ｗ１＞Ｗ２
　Ｗ１：第１端辺１０ａの額縁幅
　Ｗ２：第２端辺１０ｂの額縁幅
【００３８】
　これは、例えば、第１端辺１０ａの近傍にドライバ３０が実装されているためである。
また、表示パネル１０が、第１端辺１０ａの近傍に設けられたフレキシブルプリント配線
基板（ＦＰＣ４０）を更に有しているためである。ＦＰＣ４０は、複数の信号線ＤＴＬお
よび複数の引出線ＣＮＬ、またはドライバ３０と、コントローラ２０（外部回路）とを互
いに電気的に接続する。ＦＰＣ４０は、例えば、第１端辺１０ａの近傍と、コントローラ
２０が実装された制御基板４１とに接続されている。
【００３９】
　図６、図８は、各引出線ＣＮＬに印加される選択パルスＰｗの波高値の経時変化の一例
を表したものである。図７（Ａ）、図９（Ａ）は、比較例に係る選択パルスＰｗおよび信
号パルスＰｓの一例を表したものである。図７（Ｂ）、図９（Ｂ）は、実施例に係る選択
パルスＰｗおよび信号パルスＰｓの一例を表したものである。図７（Ｂ）、図９（Ｂ）に
おいて、Ｐｗａは、「Ａ」と示した箇所に印加される選択パルスＰｗである。Ｐｓａは、
「Ａ」と示した箇所に印加される信号パルスＰｓである。ＶWS-H(A)は、「Ａ」と示した
箇所に印加される選択パルスＰｗの波高値である。Ｐｗｂは、「Ｂ」と示した箇所に印加
される選択パルスＰｗである。Ｐｓｂは、「Ｂ」と示した箇所に印加される信号パルスＰ
ｓである。ＶWS-H(B)は、「Ｂ」と示した箇所に印加される選択パルスＰｗの波高値であ
る。
【００４０】
　図６、図７（Ａ）、図７（Ｂ）には、「Ｂ」と示した箇所での選択パルスＰｗの波高値
が、比較例に係る選択パルスＰｗの波高値と等しくなっている場合が例示されている。図
８、図９（Ａ）、図９（Ｂ）には、「Ａ」と示した箇所での選択パルスＰｗの波高値が、
比較例に係る選択パルスＰｗの波高値と等しくなっている場合が例示されている。比較例
に係る選択パルスＰｗ（Ｐｗａ，Ｐｗｂ）の波高値は、固定値となっている。
【００４１】
　ライトスキャナ３２は、例えば、図６、図８に示したように、引出線ＣＮＬの一端から
走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）までの距離に応じた波高値で、複数の引出
線ＣＮＬに選択パルスＰｗを供給し、波高値を、上記の距離が長くなるにつれて大きくす
る。ライトスキャナ３２は、さらに、例えば、図７（Ｂ）、図９（Ｂ）に示したように、
上記の距離に応じた鈍り波形で、複数の引出線ＣＮＬに選択パルスＰｗを供給し、選択パ
ルスＰｗの鈍りを、上記の距離が長くなるにつれて大きくしてもよい。これらのようにす
ることにより、共通の映像信号Ｄｉｎに応じた信号パルスＰｓが各画素１１に印加された
場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑えられる。
【００４２】
[効果]
　次に、本実施の形態の表示装置１および表示パネル１０の駆動方法の効果について説明
する。
【００４３】
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　表示装置では、意匠性の点で狭額縁が望まれる。しかし、従来の方法では、配線ごとの
ＲＣ時定数が大きく異なるので、信号波形のトランジェントが配線ごとに異なる。そのた
め、輝度ムラなどの表示不具合が生じることがある。
【００４４】
　一方、本実施の形態の表示装置１および表示パネル１０の駆動方法では、複数の信号線
ＤＴＬに、映像信号Ｄｉｎに応じた信号パルスＰｓが供給されるとともに、複数の引出線
ＣＮＬに、画素１１を選択するための選択パルスＰｗが供給される。さらに、引出線ＣＮ
Ｌの一端から走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）までの距離に応じた波高値で
、複数の引出線ＣＮＬに選択パルスＰｗが供給され、選択パルスＰｗの波高値が、上記の
距離が長くなるにつれて大きくなる。これにより、共通の映像信号Ｄｉｎに応じた信号パ
ルスＰｓが各画素１１に印加された場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき
（ΔＶｐｉｘ）が抑えられる。その結果、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することがで
きる。従って、狭額縁化に伴う表示不具合の発生を低減することができる。
【００４５】
＜２．変形例＞
[変形例Ａ]
　上記実施の形態において、ライトスキャナ３２は、例えば、図１０（Ａ）、図１０（Ｂ
）に示したように、上記の距離に応じたパルス幅Ｄで、複数の引出線ＣＮＬに選択パルス
Ｐｗを供給し、パルス幅Ｄ2を、上記の距離が長くなるにつれて狭くしてもよい。Ｄ1，Ｄ

2は、選択パルスＰｗのパルス幅である。本変形例では、ライトスキャナ３２は、選択パ
ルスＰｗの波高値を変える代わりに、選択パルスＰｗのパルス幅を変える。つまり、本変
形例では、ライトスキャナ３２は、上記の距離に依らず、固定の波高値の選択パルスＰｗ
を出力する。このようにした場合にも、共通の映像信号Ｄｉｎに応じた信号パルスＰｓが
各画素１１に印加された場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉ
ｘ）が抑えられる。その結果、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することができる。従っ
て、狭額縁化に伴う表示不具合の発生を低減することができる。
【００４６】
[変形例Ｂ]
　上記実施の形態およびその変形例において、パネル部１０は、例えば、図１１に示した
ように、各引出線ＣＮＬに接続された複数の容量素子Ｃｃを更に有していてもよい。この
場合に、複数の容量素子Ｃｃの容量は、対応する上記の距離が長くなるにつれて大きくな
っている。これにより、引出線ＣＮＬのＲＣ時定数が支配的となるので、選択パルスＰｗ
の波高値を、上記の距離が長くなるにつれて大きくすることにより、共通の映像信号Ｄｉ
ｎに応じた信号パルスＰｓが各画素１１に印加された場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖ
ｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑えられる。その結果、輝度ムラなどの表示不具合を
抑制することができる。従って、狭額縁化に伴う表示不具合の発生を低減することができ
る。
【００４７】
[変形例Ｃ]
　上記実施の形態およびその変形例において、例えば、図１２に示したように、複数の容
量素子Ｃｃの容量が、対応する上記の距離が長くなるにつれて小さくなっていてもよい。
このようにした場合には、各配線のＲＣ時定数がより均一となるので、選択パルスＰｗの
波高値を、上記の距離が長くなるにつれて大きくしなくても、つまり、上記の距離によら
ず、一定とするだけで、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑
えられる。その結果、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することができる。従って、狭額
縁化に伴う表示不具合の発生を低減することができる。
【００４８】
[変形例Ｄ]
　上記実施の形態およびその変形例において、例えば、図１３に示したように、複数の表
示パネル１０がタイル状に配置されていてもよい。このとき、第１端縁１０ａがタイル状
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に配置された複数の表示パネル１０における外縁の位置となっていることが好ましい。
【００４９】
[変形例Ｅ]
　上記実施の形態およびその変形例において、ライトスキャナ３２は、例えば、図１４に
示したように、引出線ＣＮＬの一端から走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）ま
での距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、複数の引出線ＣＮＬに選択パルス
Ｐｗを供給し、選択パルスＰｗの、鈍りに類似した波形変化を、上記の距離が長くなるに
つれて大きくしてもよい。これらのようにした場合であっても、共通の映像信号Ｄｉｎに
応じた信号パルスＰｓが各画素１１に印加された場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉ
ｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑えられる。
【００５０】
[変形例Ｆ]
　上記実施の形態およびその変形例において、ライトスキャナ３２は、例えば、図１５に
示したように、引出線ＣＮＬの一端から走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）ま
での距離に応じたパルス幅Ｄで、複数の引出線ＣＮＬに選択パルスＰｗを供給し、パルス
幅Ｄを、上記の距離が長くなるにつれて狭くしてもよい。本変形例では、ライトスキャナ
３２は、選択パルスＰｗの波高値を変える代わりに、選択パルスＰｗのパルス幅を変える
。このようにした場合にも、共通の映像信号Ｄｉｎに応じた信号パルスＰｓが各画素１１
に印加された場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑え
られる。その結果、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することができる。従って、狭額縁
化に伴う表示不具合の発生を低減することができる。
                                                                                
【００５１】
　ライトスキャナ３２は、さらに、例えば、図１５に示したように、引出線ＣＮＬの一端
から走査線ＷＳＬとの接続点（コンタクト部ＴＨ）までの距離に応じた、鈍り波形に類似
した多角の波形で、複数の引出線ＣＮＬに選択パルスＰｗを供給し、選択パルスＰｗの、
鈍りに類似した波形変化を、上記の距離が長くなるにつれて大きくしてもよい。このよう
にした場合にも、共通の映像信号Ｄｉｎに応じた信号パルスＰｓが各画素１１に印加され
た場合に、画素１１ごとの信号電圧Ｖｓｉｇのばらつき（ΔＶｐｉｘ）が抑えられる。そ
の結果、輝度ムラなどの表示不具合を抑制することができる。従って、狭額縁化に伴う表
示不具合の発生を低減することができる。
【００５２】
＜３．適用例＞
[適用例その１]
　以下では、上記実施の形態およびその変形例で説明した表示装置１の適用例について説
明する。上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１は、テレビジョン装置、デジ
タルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、シート状のパーソナルコンピュータ、携
帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど、外部から入力された映像信号あるい
は内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像として表示するあらゆる分野の電子機器
の表示装置に適用することが可能である。
【００５３】
　図１６は、本適用例に係る電子機器２の外観を斜視的に表したものである。電子機器３
は、例えば、筐体３１０の主面に表示面３２０を備えたシート状のパーソナルコンピュー
タである。電子機器２は、電子機器２の表示面３２０に、上記実施の形態およびその変形
例に係る表示装置１を備えている。上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１は
、表示パネル１０が外側を向くように配置されている。本適用例では、上記実施の形態お
よびその変形例に係る表示装置１が表示面３２０に設けられているので、表示不具合の少
ない電子機器２を実現することができる。
【００５４】
[適用例その２]
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　次に、上記実施の形態およびその変形例で説明した表示装置１の適用例について説明す
る。上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１は、卓上用もしくは床置き用の照
明装置、または、室内用の照明装置など、あらゆる分野の照明装置の光源に適用すること
が可能である。
【００５５】
　図１７は、上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１が適用される室内用の照
明装置の外観を表したものである。この照明装置は、例えば、上記実施の形態およびその
変形例に係る表示装置１を含んで構成された照明部４１０を有している。照明部４１０は
、建造物の天井４２０に適宜の個数および間隔で配置されている。なお、照明部４１０は
、用途に応じて、天井４２０に限らず、壁４３０または床（図示せず）など任意の場所に
設置することが可能である。
【００５６】
　これらの照明装置では、上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１からの光に
より、照明が行われる。これにより、表示不具合の少ない照明装置を実現することができ
る。
【００５７】
　以上、実施の形態を挙げて本開示を説明したが、本開示は実施の形態に限定されるもの
ではなく、種々変形が可能である。なお、本明細書中に記載された効果は、あくまで例示
である。本開示の効果は、本明細書中に記載された効果に限定されるものではない。本開
示が、本明細書中に記載された効果以外の効果を持っていてもよい。
【００５８】
　また、例えば、本開示は以下のような構成を取ることができる。
（１）
　表示パネルと、前記表示パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で、対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線
と
　を有し、
　前記駆動回路は、前記複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供給するととも
に、前記複数の引出線に、前記画素を選択するための選択パルスを供給し、
　前記駆動回路は、前記引出線の一端から前記走査線との接続点までの距離に応じた波高
値で、前記複数の引出線に前記選択パルスを供給し、前記波高値を、前記距離が長くなる
につれて大きくする
　表示装置。
（２）
　前記駆動回路は、前記距離に応じた鈍り波形で、前記複数の引出線に前記選択パルスを
供給し、前記選択パルスの鈍りを、前記距離が長くなるにつれて大きくする
　（１）に記載の表示装置。
（３）
　前記駆動回路は、前記距離に応じた、鈍り波形に類似した多角の波形で、前記複数の引
出線に前記選択パルスを供給し、前記選択パルスの、鈍りに類似した波形変化を、前記距
離が長くなるにつれて大きくする
　（１）に記載の表示装置。
（４）
　前記複数の引出線は、前記複数の信号線に近接して配置されている
　（１）ないし（３）のいずれか１つに記載の表示装置。



(12) JP 6768724 B2 2020.10.14

10

20

30

40

50

（５）
　各前記引出線に接続された複数の容量素子を更に備え、
　前記複数の容量素子の容量は、対応する前記距離が長くなるにつれて大きくなっている
　（１）ないし（４）のいずれか１つに記載の表示装置。
（６）
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持する光透過性基板を有する
　（１）ないし（５）のいずれか１つに記載の表示装置。
（７）
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持するフレキシブル基板を有する
　（１）ないし（５）のいずれか１つに記載の表示装置。
（８）
　前記表示パネルは、前記複数の画素、前記複数の信号線、前記複数の走査線および前記
複数の引出線を支持する矩形状の基板を更に有し、
　前記基板の４つの端辺のうち、行方向に延在する１つの第１端辺の額縁幅と、前記基板
の４つの端辺のうち、前記第１端辺を除く３つの第２端辺の額縁幅とは、以下の関係とな
っている
　（１）ないし（５）のいずれか１つに記載の表示装置。
　Ｗ１＞Ｗ２
　Ｗ１：前記第１端辺の額縁幅
　Ｗ２：前記第２端辺の額縁幅
（９）
　前記表示パネルは、前記第１端辺の近傍に設けられ、前記複数の信号線および前記複数
の引出線、または前記駆動回路と、外部回路とを互いに電気的に接続するフレキシブルプ
リント配線基板を更に有する
　（８）に記載の表示装置。
（１０）
　表示パネルと、前記表示パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で、対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線
と
　を有し、
　前記駆動回路は、前記複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供給するととも
に、前記複数の引出線に、前記画素を選択するための選択パルスを供給し、
　前記駆動回路は、前記引出線の一端から前記走査線との接続点までの距離に応じたパル
ス幅で、前記複数の引出線に前記選択パルスを供給し、前記パルス幅を、前記距離が長く
なるにつれて狭くする
　表示装置。
（１１）
　表示パネルの駆動方法であって、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
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　を有し、
　当該表示パネルの駆動方法は、複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供給す
るとともに、複数の引出線に、画素を選択するための選択パルスを供給し、さらに、引出
線の一端から走査線との接続点までの距離に応じた波高値で、複数の引出線に選択パルス
を供給し、波高値を、距離が長くなるにつれて大きくする
　表示パネルの駆動方法。
（１２）
　表示パネルの駆動方法であって、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線と
　を有し、
　当該表示パネルの駆動方法は、前記複数の信号線に、映像信号に応じた信号パルスを供
給するとともに、前記複数の引出線に、前記画素を選択するための選択パルスを供給し、
　前記駆動回路は、前記引出線の一端から前記走査線との接続点までの距離に応じたパル
ス幅で、前記複数の引出線に前記選択パルスを供給し、前記パルス幅を、前記距離が長く
なるにつれて狭くする
　表示パネルの駆動方法。
（１３）
　表示パネルと、前記表示パネルを駆動する駆動回路とを備え、
　前記表示パネルは、
　行列状に配置された複数の画素と、
　列方向に延在する複数の信号線と、
　行方向に延在する複数の走査線と、
　前記走査線ごとに１つずつ設けられ、列方向に延在するとともに対応する前記走査線と
交差する箇所またはその近傍で、対応する前記走査線と電気的に接続された複数の引出線
と、
　各前記引出線に接続され、容量が、対応する前記距離が長くなるにつれて大きくなって
いる複数の容量素子と
　を有する
　表示装置。
【符号の説明】
【００５９】
　１…表示装置、２…電子機器、０…表示パネル、１０Ａ…画素領域、１０Ｂ…額縁領域
、１１…画素、１１－１，１１－３…画素回路、１１－２…有機電界発光素子、１１－４
…液晶セル、１２…基板、２０…コントローラ、３０…ドライバ、３１…水平セレクタ、
３２…ライトスキャナ、４０…ＦＰＣ、４１…制御基板、３１０…筐体、３２０…表示面
、４１０…照明部、４２０……天井、４３０…壁、Ｔｒ１…駆動トランジスタ、Ｔｒ２…
選択トランジスタ、Ｔｒ３…選択トランジスタ、Ｃｓ１，Ｃｓ２…保持容量、Ｃｃ…補正
容量、ＣＮＬ…引出線、ＤＳＬ…電源線、ＤＴＬ…信号線、ＰW，ＰWA，ＰWB…選択パル
ス、ＰS，ＰSA，ＰSB…信号パルス、ＴＨ…コンタクト部、Ｖｇｓ…ゲート－ソース間電
圧、Ｖｓｉｇ…信号電圧、ＷＳＬ…走査線。
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